
 

 

 

 

 

 
 

 

２月、県内私立高校の入試、そして県立高校の一次出願が終わり、いよいよ進路決定への最終段階に入りまし

た。受験に向き合う３年生はもちろん、その背中を見ている１・２年生にとっても、この一年間の学びを締めくくる

大切な時期です。試験という大きな壁に立ち向かっている今だからこそ、あえて皆さんに問いかけたいことがあ

ります。「私たちは、なぜこれほどまでに勉強するのか？」という根本的な問いです。 

この問いに対し、これまで多くの先人や著名人がそれぞれの言葉で答えを残してきました。 
 
• 福沢諭吉（啓蒙思想家）  
著書『学問のすすめ』の中で、「天は人の上に人を造らず……」と説きながらも、現実の差は「学ぶか学 

ばないか」によって生まれると断言しました。自分を律し、独立して自由に生きるための唯一の武器こそが 
学問であると説いています。 

• 芦田愛菜（俳優） 
読書家としても知られる彼女は、インタビューで「知識は、その人の世界を広げ、多角的に物事を見るた 
めの土台になる」と語っています。学ぶことで世界を多角的に捉えられるようになり、自分自身の人生をより 
鮮やかなものにしていける。彼女の言葉からは、そんな学びの喜びが伝わってきます。 

• 林修（予備校講師） 
 「勉強は、自分の将来の選択肢を広げるための唯一の手段である」と説いています。何になりたいか決ま 
っていない時期だからこそ、将来いかなる道へも進めるようにカードを揃えておく。それが勉強の価値であ 

るという主張です。 
 

 しかし今、皆さんの前には「AI」という新しい存在が現れました。どんな難問にも数秒で答えを示してくれる

AIがある時代に、なぜ莫大な時間をかけて知識を習得するのか。そう思う人もいるでしょう。 

 結論から言えば、AI 時代だからこそ、自ら学ぶ意義はかつてないほど高まっています。AI は「答え」を出す

のは得意ですが、その答えが正しいか、あるいは「誰かを幸せにするか」を判断する倫理観や責任感は持って

いません。基礎知識という土台が自分の中に構築されていなければ、AI の出す情報にただ流されるだけの存

在になってしまいます。 

 勉強とは、AI という最強の道具を使いこなし、自分の人生の主導権を握るための「知性」を鍛える作業で

す。教科書を開き、自らの頭で考え抜く時間は、手軽な娯楽のような楽しさはないかもしれません。しかし、その

地道な試行錯誤こそが、昨日とは違う自分を創り、誰にも奪われない「自分だけの視点」を

育むのです。 

 生徒の皆さん、今机に向かっている時間は、単なる合格のためだけではなく、変化の激

しい未来を自分の足で歩き抜くための「自由の翼」を育てる時間です。明日の自分を少し

だけ誇らしくするために、今日という日を、自分を磨くために使い切ってください。皆さんが

自らの意志で未来を切り拓いていくことを、私たちは心から応援しています。 

のがみがわ 

なぜ勉強するのか？ 

 

湖南市立日枝中学校学校だより 
令和８年(2026年)２月６日発行 
和衷共済（わちゅうきょうさい） 

心を合わせて協力して物事を行うこと。和衷
は、心の底から一つに合わせること。 

文責 校長 西村 信二 

～AI時代に、自分の人生の主導権を握り続けるために～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2日（月）県立高校追検査（学校独自型検査） 

5日（木） ③卒業式予行⑤⑥卒業式準備 

6日（金） 第43回卒業式、給食なし 

9日（月） 県立高校一次募集合格発表 

10日（火） 2年実力テスト 

12日（木）後期第６回生徒会委員会 

16日（月）県立高校二次募集検査 

1年・特支学級三者懇談会（～19日） 

18日（水）県立二次募集合格発表 

23日（月）⑤2年期末保護者会 

24日（火）修了式 
 ・ 
 ・ 

4月8日（水）1学期始業式、給食なし 

  9日（木）入学式準備(AM)、第44回入学式、給食なし 

 

2日（月）県内私立入試（3年自宅学習） 

3日（火）県内私立入試 

10日（火）京都私立入試（～2/12） 

11日（水・祝）建国記念の日、諸活動停止（～2/19） 

12日（木）後期第４回生徒会委員会、⑥2年薬乱防止教室 

18日（水）第４回定期テスト（～19日） 

23日（月・祝）天皇誕生日 

24日（火）後期第５回生徒会委員会 

25日（水）県立高校一般型選抜（3年自宅学習） 

26日（木）県立高校学校独自型選抜 

27日（金）外国籍紀生徒保護者会 

※2日、25日は３年生で受験(検)がない人は自宅学習と

なります。 

チーム担任制の導入と試行実施について 
日枝中学校では、「生徒一人ひとりを多角的に見守る学校」を目指し、学年の教員全員で全生徒を支える「チーム担任

制」の導入を検討しています。本制度は、複数の教員が異なる視点でお子さまの良さを見つけることで、よりきめ細かな

支援を行うことを目的としています。生徒にとっては「相談したい内容に合わせて先生を選べる」ことが心の安全網とな

り 、保護者の皆様にとっても、学校が組織として安定したサポートを提供できるメリットがあります。４月からの本格運用

に向け、現在、1・２年生を対象に「試行期間」を設けています。朝・帰りの会や給食などを交代で担当し、生徒が「学年の

先生みんなが自分の担任である」という環境に慣れるためのステップとしています。今後は、この試行を踏まえて３月上

旬に 1・2年生の生徒・保護者対象のアンケートを実施いたします。その結果を反映し、新１年生への本格導入、および新

２年生への導入可否を慎重に判断してまいります。なお、新3年生については、受験等の状況を考慮し、従来通りの「固定

担任制」を継続する予定です 。皆様の温かいご理解とご協力をお願い申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

書道教室 （12月23日） 
昨年12月23日、恒例の「書道教室」を開催しました。当日は小・中学生合わせて 20名が参加。自己

紹介の後は、冬休みの宿題である書写に集中して取り組みました。後半は3グループに分かれ、一人一画

ずつ書いて「馬」の字を完成させる寄せ書きに挑戦。その力作は前号の校報でご紹介した通りです。最後

には、新年度を迎える小学６年生のために、中学校生活への不安を解消するゲーム「教室どこかな？」を

行い、学年を超えて交流を深めました。 


